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P1・・・特集！ 書物から見る明治 

P2-3・・明治の文化・学問 

Pick up! ちりめん本 

P4・・・明治維新前夜―皇女和宮 

明治関連情報 

明
治
維
新
前
夜
―
皇
女
和
宮 

専
修
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
菊
亭 

文
庫
の
中
に
、
皇
女
和
宮
に
縁
の
「
和
宮

か
ず
み
や

様 さ
ま 

供
奉

ぐ

ぶ

ニ
テ

文

久

ぶ
ん
き
ゅ
う

二
酉 と

り

年
十
月
廿
日

は

つ

か

御
發

お
ん
は
つ

輿 よ 

関
東

か
ん
と
う

御
下
向

お
ん
げ
こ
う

御
納
戸

お

な

ん

ど

控
ひ
か
え

」（
第
7
箱1

1
6

）
と
い

う
資
料
が
あ
り
ま
す
。
形
態
は
横
長
で
6
丁 

（
紙
縒

こ

よ

り
綴
じ
）
の
冊
子
で
、
表
紙
に
「
十
二
月

廿
八
日
御
帰
京
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。『
専
修

大
学
図
書
館
所
蔵
菊
亭
文
庫
目
録
』
の
分
類
体

系
で
言
え
ば
、
こ
の
資
料
の
大
分
類
は
「
記
録
」

で
、
小
分
類
は
「
道
中
記
」
で
す
。
外
題
に
は
「
和

宮
様
に
お
供
し
文
久
2
年
10
月
20
日
関
東
下

向
に
出
立
、［
江
戸
城
本
丸
大
奥
の
］
御
納
戸
［
に

納
め
る
お
道
具
の
］
控
」
と
あ
り
ま
す
。
和
宮
一

行
は
文
久
元
年(1

8
6

1
)

10
月
20
日
に
京
都
桂
御

所
を
出
立
し
中
仙
道
を
江
戸
へ
と
向
か
い
、 

11
月
15
日
に
江
戸
城
内
の
清
水
屋
敷
に
入
り
、

12
月
11
日
和
宮
は
江
戸
城
本
丸
大
奥
に
入
り
ま

し
た
。 

和
宮
は
、
仁
孝
天
皇
の
第
八
皇
女
で
、
異
母
兄

の
孝
明
天
皇
よ
り
和
宮
の
名
を
賜
り
、
天
皇
の 

命
に
よ
り
有
栖
川
宮
熾 た

る

仁 ひ
と

親
王
と
婚
約
し
ま
し

た
。
幕
末
期
、
大
老
井
伊
直
弼
の
も
と
で
な
さ
れ

た
日
米
修
好
通
称
条
約
の
無
断
調
印
を
機
に
、

尊
皇
攘
夷
運
動
は
天
皇
を
尊
崇
す
る
思
想
（
尊 

皇
）
と
自
国
を
中
華

ち
ゅ
う
か

と
し
他
国
を
夷 い

荻 て
き

と
し
て

排
撃
す
る
思
想
（
攘
夷
）
が
結
合
し
、
一
つ
の
概

念
と
し
て
政
治
運
動
へ
と
転
化
し
激
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
公
武
運
動
の
進
展
も
あ
り
、
幕
府
は

公
武
一
和
に
役
立
つ
理
由
で
和
宮
の
降
嫁
を
奏

請
し
ま
し
た
。
和
宮
は
い
っ
た
ん
辞
退
す
る
も

幕
府
は
年
内
の
降
嫁
を
要
請
し
、
孝
明
天
皇
の

説
得
を
受
け
て
和
宮
は
明
春
の
下
向
を
承
諾
し

ま
し
た
。
文
久
元
年(1

8
6
1
)

4
月
19
日
、
和
宮 

は
内
親
王
宣
下
を
受
け
、
諱
を
親
子

ち

か

こ

と
賜
り
、
文

久
２
年(1

8
6

2
)

2
月
11
日
、
和
宮
と
徳
川
家
茂

の
婚
礼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

本
学
は
、
藤
原
氏
北
家
閑
院
流
、
西
園
寺
家
の

世
系
、
五
摂
家
に
次
ぐ
家
柄
で
、
家
業
と
し
て
琵

琶
の
演
奏
を
担
っ
て
い
た
今
出
川
家
（
菊
亭
家
）

に
伝
え
ら
れ
た
文
書
・
典
籍

3
,4

4
8

点
か
ら
な

る
「
菊
亭
文
庫
」
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
文
庫
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
冊
子
体
目
録
『
専
修
大
学
図

書
館
所
蔵
菊
亭
文
庫
目
録
』
を
ご
参
照
下
さ
い
。 

な
お
、『
専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
菊
亭
文
庫
目

録
』
は
、
平
成
30
年
2
月
15
日
よ
り
専
修
大
学

学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
［S

I-B
o
x

］
で
も
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。 

編
集
後
記 

 
『
ぶ
ん
こ
』
第
2
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
時
代
に
象
徴
さ
れ
る
「
明
治
維
新
」
や

「
文
明
開
化
」
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
て

も
、
書
物
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
特
集
は
図
書

館
ら
し
く
「
書
物
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま

し
た
。
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
き
、
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

明治関連情報！ 
今年は明治元年から起算して 150 年の

節目の年！ 「明治の歩みをつなぐ、つた

える」と題して全国津々浦々のさまざま

な取り組みを紹介しています。イベント

もたくさん行われているので、是非見に

行ってみてください！ 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/

portal/index.html 

 

[参考図書] 

参考図書は図書館に所蔵している本ばかりで

す。是非 OPAC で検索してみてください。 

 

・石澤小枝子『ちりめん本のすべて』三弥井

書店, 2004 

・惣郷正明『図説日本の洋学』築地書館 , 

1970 

・惣郷正明『洋学の系譜 : 江戸から明治へ』

研究社出版, 1984 

・沼田次郎『洋学』（日本歴史叢書 40）吉川

弘文館, 1989 

・専修大学編集『専修大学 120 年 : 1880-

2000』専修大学出版局, 1999 

・専修大学図書館編『和うるわし : 日本の

文字と書物の歴史 : 専修大学図書館特別

展』専修大学図書館, 2011 

・『静寛院宮御日記』1-2 (続日本史籍協会叢

書) 東京大学出版会, 1976  

・国史大辞典編集委員会編『國史大辭典』吉

川弘文館, 1979.3-1997.4 

・福澤諭吉著、マリオン・ソシエ、西川俊作

編『西洋事情』慶應義塾大学出版会 , 

2009.6 

・千葉市美術館編『文明開化の錦絵新聞―東

京日々新聞・郵便報知新聞全作品』国書刊

行会, 2008.1 

・木村八重子『草双紙の世界――江戸の出版

文化』ぺりかん社, 2009.7 

 

 [参考 URL] 

・ 国際日本文化研究センター（ちりめん本データベ

ース） 

http://shinku.nichibun.ac.jp/chirimen/ 

・ 国立国会図書館リサーチナビ 

https://rnavi.ndl.go.jp/research guide/entry/pos

t-495.php 

・ 印刷博物館 HP「コレクション探訪 『島活字』」 

http://www.printing-

museum.org/collection/looking/04 03.html 

・ 国立国会図書館 HP「錦絵でたのしむ江戸の名所 

コラム：明治の錦絵」 

http://www.ndl.go.jp/landmarks/column/5.html 

・ 太田記念美術館 HP「コレクション 19 大蘇芳年 

芳流閣両雄動」 

http://www.ukiyoe-ota-muse.jp/collection/list19 

・ 慶應義塾大学メディアセンターデジタルコレク

ション「デジタルで読む福澤諭吉 世界国盡. 一」 

http://dcollections.lib.keio.ac.jp/ja/fukuzawa/a1

3/34 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

専
修
大
学
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
第
２
号 

【
お
し
ら
せ
】
向
井
家
浮
世

絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
蔵
し

ま
し
た
。 

こ
の
度
、
専
修
大
学
図
書

館
で
は
向
井
家
浮
世
絵
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
故
向
井
信
夫
氏

が
収
集
し
て
い
た
江
戸
後
期

～
明
治
初
期
の
浮
世
絵
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
、
既
に
収
め
ら

れ
て
い
る
江
戸
期
和
本
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
対
を
な
す
も

の
で
す
。
内
容
は
、
芝
居
や
戯

作
に
関
す
る
も
の
や
、
月
岡

芳
年
の
作
品
な
ど
。 

※
今
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
浮

世
絵
は
、
全
て
向
井
家
浮
世
絵
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
も
の
で
す
。 

特
集
！ 

書
物
か
ら
見
る
明
治 

今
か
ら
一
五
〇
年
前
の
一
八
六
八
年
、
元
号
が
慶
應

か
ら
明
治
へ
と
改
ま
り
ま
し
た
。
ご
存
知
の
通
り
、
こ
の

年
の
前
後
に
起
こ
っ
た
一
連
の
改
革
は
明
治
維
新
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
画
期
と
し
て
、
政
治
や
経
済
、

文
化
の
様
々
な
側
面
が
変
わ
っ
て
い
き
、
日
本
は
近
代

国
家
へ
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
書
物
も
ま
た
、
西
洋

の
知
識
や
技
術
と
出
会
い
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
新
し

い
も
の
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

今
回
の
「
ぶ
ん
こ
」
で
は
、「
書
物
か
ら
見
る
明
治
」

と
題
し
て
、
専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
の
貴
重
書
か
ら
明

治
の
文
化
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。 

  

サミュエル・スマ

イルズ『Self-Help』

の翻訳。「天ハ自ラ

助クル者ヲ助ク」と

いう言葉とともに、

明治の青年に大き

な影響を与えた。 

斯邁爾斯(Smiles)著; 中村敬太郎譯『斯邁爾斯(スマイルス)自助論, 

一名, 西國立志編』（明治 4[1871]）      A/159/Sm4/1～11 

月岡芳年画『芳流閣両雄動』[明治 18(1885)] 

 明治時代の浮世絵は、その鮮やかな赤色から「赤絵」と呼ばれ

た。これは、江戸時代末期になって輸入されたアニリンという安

くて発色の良い人工顔料によるもの。 

 図は、曲亭馬琴『南総里見八犬伝』の一場面。芳流閣という建物

の屋根の上で、犬塚信乃と犬飼現八の 2 人の八犬士がにらみ合う。

横ではなく縦に 2 枚続けた大胆な構図で描かれている。 

←中面につづく 

題字の背景について 

↓１丁目 

表紙→ 

奥付： 

専修大学図書館 

平成 30 年 4 月 16 日発行 

題字：荒川依知 

 

※今回特集した貴重書は請求記号

を掲載しています。原則として

頭に”A”がつきます。（ちりめん

本は貴重書ではありませんが、

特別書庫に配架しています） 

※貴重書のご利用については、

「ぶんこ」創刊号をご覧くださ

い。 

https://www.senshu-

u.ac.jp/news/20171031-12.html 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/portal/index.html
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/portal/index.html
http://shinku.nichibun.ac.jp/chirimen/
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/post-495.php
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/post-495.php
http://www.printing-museum.org/collection/looking/04_03.html
http://www.printing-museum.org/collection/looking/04_03.html
http://www.ndl.go.jp/landmarks/column/5.html
http://www.ukiyoe-ota-muse.jp/collection/list19
https://www.senshu-u.ac.jp/news/20171031-12.html
https://www.senshu-u.ac.jp/news/20171031-12.html


「
ち
り
め
ん
本
」
の
作
り
方 

「
ち
り
め
ん
本
」
の
発
行
者
長
谷
川
は
、 

和
紙
は
「
伊
予
柾
紙

い

よ

ま

さ

が

み

」（
伊
予
国
〔
現
在
の

愛
媛
県
〕
で
作
ら
れ
た
上
質
な
和
紙
）
を

使
用
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
絵
師
、
刷
師
に
よ
っ
て
絵
が
刷

り
上
げ
ら
れ
、
次
に
訳
者
に
よ
る
欧
文
を

活
字
に
し
て
文
章
を
配
分
し
、
再
び
刷
り

ま
す
。
そ
し
て
次
に
、
絵
や
文
字
を
刷
っ

た
和
紙
を
軽
く
湿
ら
せ
、
円
筒
状
の
も
の

に
巻
き
、
そ
れ
を
上
か
ら
押
し
て
縮
め
ま

す
。
縮
め
た
紙
を
一
旦
開
い
て
、
次
に
そ

れ
と
直
角
の
方
向
に
ま
た
筒
に
巻
き
、
押

し
縮
め
ま
す
。
さ
ら
に
広
げ
今
度
は
斜
め

に
筒
に
巻
き
押
し
縮
め
、
そ
れ
を
少
な
く

と
も
８
回
、
多
い
時
は
10
数
回
も
繰
り
返

し
ま
す
。
こ
う
し
て
や
っ
と
し
ぼ
．
．
の
細
か

い
ク
レ
ー
プ
状
の
紙
が
で
き
ま
す
。
縮
め

た
紙
は
、
原
紙
の
ほ
ぼ
70
～
80
％
に
な

り
、
し
っ
と
り
し
た
ち
り
め
ん
本
な
ら
の

風
合
い
が
で
ま
す
。 

 長
谷
川
武
次
郎
と
い
う
人 

武
次
郎
は
、
嘉
永
６
年(

1
8
5
3

年)

に
西

宮
与
惣
兵
衛
の
５
人
兄
弟
の
３
番
目
、
次

男
と
し
て
日
本
橋
で
生
ま
れ
ま
す
。
16
歳

に
な
る
と
築
地
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
に
通
い
英
語
を
習
い
始
め
ま
す
。
彼
の

英
語
力
は
著
し
く
進
歩
し
、
小
遣
い
稼
ぎ

に
外
国
人
に
東
京
案
内
が
出
来
る
ほ
ど

で
し
た
。
こ
こ
で
出
会
う
宣
教
師
た
ち
と

の
接
触
や
そ
の
後
さ
ら
に
広
が
る
来
日

外
国
人
と
の
交
友
が
、
武
次
郎
に
と
っ
て

「
ち
り
め
ん
本
」
と
い
う
た
ぐ
い
稀
な
本

を
誕
生
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
た
と
い
え

ま
す
。 

学
問
の
文
明
開
化 

江
戸
時
代
、
学
問
と
い
え
ば
漢
学
（
中

国
の
学
問
）
、
特
に
儒
学
が
中
心
で
し

た
。
基
本
的
に
外
国
と
の
交
流
は
厳
し

く
制
限
さ
れ
、
西
洋
の
学
問
（
洋
学
）

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

し
か
し
幕
末
に
外
国
船
が
多
く
来
航

し
、
欧
米
諸
国
と
の
接
触
が
深
ま
る
と
、

外
交
や
国
防
軍
事
等
の
見
地
か
ら
、
洋

学
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
安
政
3

年
（1

8
5

8

）
に
幕
府
が
洋
学
の
研
究
教

育
の
中
心
機
関
と
し
て
初
め
て
「
蕃
書

調
所
」（
そ
の
後
「
洋
書
調
所
」
→
「
開

成
所
」
→
「
開
成
学
校
」
と
改
称
、
東

京
大
学
の
前
身
の
一
つ
と
な
っ
た
）
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

慶
應
4
年
（1

8
6
8

）
、
維
新
政
府
の

基
本
方
針
と
し
て
「
五
ケ
条
の
御
誓
文
」

が
発
表
さ
れ
、
そ
の
第
五
条
に
は
「
智

識
を
世
界
に
求
め
大
に
皇
基
を
振
起
す

べ
し
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
政
府
と

し
て
欧
米
の
近
代
文
化
と
学
問
を
導
入

し
、
教
育
の
近
代
化
を
進
め
る
方
針
が

明
示
さ
れ
た
の
で
す
。 

洋
学
を
学
ぶ
た
め
に 

洋
学
を
学
ぶ
た
め
に
必
要
不
可
欠
で

あ
る
の
が
語
学
で
し
た
。
幕
末
か
ら
明

治
初
期
に
は
英
語
の
テ
キ
ス
ト
や
辞
書

が
多
く
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
上
述
の
開

成
所
か
ら
も
日
本
最
初
の
本
格
的
英
和

辞
書
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
文
久
2

年[1
8
6
2
]

初
版
刊
）、
単
語
集
『
英
吉
利

単
語
篇
』、
ス
ペ
リ
ン
グ
・
発
音
法
の
教

科
書
『
英
語
階
梯
』、
リ
ー
ダ
ー
の
教
科

書
『
英
語
訓
蒙
』（
い
ず
れ
も
慶
應
2
年

[1
8
6
6
]

初
版
刊
）
等
の
テ
キ
ス
ト
が
相

次
い
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
J.

C.
ヘ
ボ
ン
編
纂
に
よ
り
日
本
最
初
の
和

英
辞
書
『
和
英
語
林
集
成
』（
慶
應
2
年

初
版
刊
）
も
刊
行
さ
れ
、
こ
こ
に
英
和
と

和
英
両
方
の
辞
書
が
そ
ろ
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

専
修
大
学
図
書
館
で
は
、
こ
れ
ら
の

う
ち
、『
英
語
階
梯
』
と
『
和
英
語
林
集

成
』
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。（
左
の
写
真

参
照
） 

 

洋
学
の
導
入
と
専
修
大
学 

 

欧
米
文
化
と
学
問
を
学
ぶ
た
め
に
、

多
く
の
留
学
生
が
海
外
に
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
専
修
大
学
の
創
立
者
4
人
も
同

じ
時
期
に
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
、
留
学

先
で
出
会
い
ま
し
た
。
帰
国
後
の
明
治

13
年
（1

8
8
0

）、
専
修
大
学
の
前
身
で
あ

る
専
修
学
校
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
専

修
学
校
は
日
本
初
の
経
済
専
門
学
校
で

あ
り
、
私
立
法
律
専
門
学
校
で
し
た
。

ま
た
、
当
時
法
律
を
教
え
る
高
等
教
育

機
関
で
は
、
英
語
・
仏
語
で
教
授
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
専
修
学
校
で
は
「
日

本
語
」
で
教
授
す
る
と
い
う
点
が
画
期

的
で
し
た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
次
に
紹
介
す
る
『
法

理
』
で
す
。
こ
の
資
料
は
、
英
国
の
法
理

学
者
オ
ー
ス
チ
ン
の
著
作
に
基
づ
い
て

鳩
山
和
夫
が
専
修
学
校
で
講
義
し
た
内

容
を
、
田
島
達
策
が
記
述
し
、
出
版
さ

れ
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
か
に
も
講
義
筆

記
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
専
修
学
校
は
日
本
語

に
よ
る
洋
学
の
導
入
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
の
で
す
。 

 

【左】[オースチン原著] ; 鳩山和夫講義 ; 

田島達策筆記編輯『法理』 
明治 16[1883] A/321/A96 

【右】相馬永胤著『日本現行訴訟法要領』 

明治 16[1883] A/327/So36 

・『日本現行訴訟法要領』の表紙には「専修
学校教科書用本」とあるように、専修学校
では教科書も出版されるようになった。 

 

 

ち
り
め
ん
本 

明
治
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

出
版
さ
れ
た
小
型
の
和
綴
本
で
す
。
ク 

レ
ー
プ
状
に
細
か
く
皺 し

わ

を
寄
せ
た
ち
り

め
ん
状
の
和
紙
を
使
用
し
て
い
る
こ
と

か
ら
「
ち
り
め
ん
本
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。 

鮮
や
か
な
多
色
刷
り
木
版
画
の
挿
絵

入
り
で
、
日
本
の
昔
話
な
ど
を
外
国
語

に
翻
訳
し
た
ち
り
め
ん
本
は
、
初
期
は

日
本
人
の
英
語
教
育
を
目
的
と
し
、
後

に
は
渡
来
し
た
外
国
人
向
け
の
お
土
産

と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
外
国
に

も
販
売
店
を
置
き
、
輸
出
も
し
ま
し
た
。 

発
案
者
で
出
版
者
で
も
あ
る
長
谷
川
武

次
郎
の
作
品
は
、
作
り
も
大
変
丁
寧
で
、

ち
り
め
ん
本
を
出
し
て
い
た
出
版
者
と

し
て
と
く
に
有
名
で
す
。 

専
修
大
学
図
書
館
で
は
、
こ
の
た
び

「J
a
p

a
n

e
se

 F
a

iry
 T

a
le

 S
e
rie

s

」
の

中
か
ら
20
冊
の
ち
り
め
ん
本
を
収
蔵

し
ま
し
た
。
全
て
出
版
者
と
し
て
長
谷

川
武
次
郎
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。『
桃
太
郎
』
、『
舌
切
雀
』、『
猿
蟹
合

戦
』
な
ど
、
美
し
い
装
丁
で
ど
こ
か
で

聞
い
た
お
話
が
、
手
の
ひ
ら
に
の
る
サ

イ
ズ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

①An English spelling-book with 

reading lessons, for the beginners at the 

school Kaiseidzio in Yedo（『英語階梯』） 

慶應 2[1866] A/831/Ka21 

【左】表紙【右】標題紙 

 

４月から本館第１開架閲

覧室で展示もしています。

是非ご覧ください。 

 

The Tongue-

cut sparrow 

『舌切雀』 

Battle of the 

monkey and the 

crab 

『猿蟹合戰』 

The hare of Inaba  

『因幡の白兎』 

世界地理の概要を、子ども向けに
七五調で書いた地誌書。福澤の著作
のうち、最も人口に膾炙した。写真
は、折り込みで付された多色刷りの
地図。 

福澤諭吉『世界國盡』明治 4[1871] 

(明治 2[1869]刊の再刻) A/290/F85/1~6 

西洋各国の政治経済や歴史等に 

ついて著された
もの。書物から
得た知識だけで
なく、福澤が洋
行していたとき
に得た見聞も記
されている。 

福澤諭吉『西洋 

事情』慶應 3[1867] 

A/302.3/F85 

江戸時代は同時代の事件を描くことが 
禁止されていた
が、明治になって
それが解禁され
た。錦絵新聞は明
治 7 年（1874 年）
から明治 14 年
（1881年）にかけ
てのごく短期間
に発行された、ゴ
シップ色の強い
大衆向け新聞。 

月岡芳年画『郵便報
知新聞』532 号 

[明治 8(1875)] 
 

幕末に刊行された「万国物」の合
巻のひとつ。従来の絵に比べて写実
的で、銅版画のようなタッチが見ら
れる。アメリカの歴史や風俗などを 

子ども向けに紹
介している。 

仮名垣魯文作、歌
川芳虎画『童繪解
萬國噺』 [文化元

(1861)] 

/000/Z00/M0921 

小学校の教科書としても使用された世 
界地誌。地図
や人々の風俗
など、多くの
図版を載せて
い る の が 特
徴。 

内田正雄 

『輿地誌略』 

明治 4[1871] 
A/290/U14/1～3 

書物に描かれた明治の文化と、

書物そのものが表す明治という時

代。 

新たな学問や文化と出会ったと

き、人々はそれをどのように紙に

記していったのか。現代に遺され

たその跡をたどってみましょう。 

②A Japanese and English dictionary, 

with an English and Japanese index / by 

J.C. Hepburn（J.C.ヘボン編訳『和英語
林集成』）慶應 3[1867] A/833/H52 

【上】標題紙【下】「學問」の項 

・①『英語階梯』は和装本ながら標題紙
は洋書の形式、②『和英語林集成』は洋
装本ながら標題紙は和本の形式をとって
いる。両者とも和洋折衷である点などが
ユニークである。 

明治に入り、版木による製版印刷から、金属活
字による活版印刷へと代わっていった。和文活字 

の開発に携わった人物の 1 人に、島
しま

霞
か

谷
こく

（1827-
1870）がいる。その活字は、大学東校（東京大学
医学部の前身）で医学書の出版に使用された。 

滿斯歇爾篤（Mansvelt）『病理略論』
明治 4[1871] A/491/Ma47 

 

拡大すると、活版印刷
の特徴である 1 字ご
とに現れる墨のムラ

が分かる。 

鮮齋永濯画 
昭和 4[1929] 
16 版 

（初版は明治
18 年） 
/388/J24/2 

ダビド、タムソン訳述 

（David Thompson） 

昭和 4[1929] 16 版 

（初版は明治 18 年） 

/388/J24/3 

 

ヂェ－ムス夫人訳述 

（Mrs.T.H. James） 

鮮齋永濯画 

明治 19[1885] 

/388/J24/11 

 

Pick Up!! 

ちりめん本 


